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泉田のおばあちゃんの知恵袋 －肩こり予防と改善法－ 
－飲み物で予防じゃ－ 

 こんぶに含まれるヨードはのう、新陳代謝を促すミネラルじゃが。こんぶを水にひたして作ったこんぶ水を毎日コップ1杯飲

みゃ、疲労物質がたまりにくい体になってのう、肩コリ予防にも効果的じゃよ。便秘の改善にもおすすめじゃ。 

1．コップに200ml程度のお水を入れ、さっと水洗いしたこんぶ2枚（3cm角）を入れてラップをかける。 

2．夏場は冷蔵庫で10時間程度、冬場は常温で12時間程度置けば出来上がり。 

－ツボで改善（合谷：ごうこく）－ 

 肩コリに効果の高いツボはいくつかあるんじゃが、中でも合谷はいつでもどこでも押すことができて、肩コリの予防や改善にお

すすめじゃよ。押し続けていると血流が改善されてのう、肩コリのほか、目の疲れや冷え、低血圧にも効くんじゃ。 

● 合谷の場所 

 手の甲側で、親指と人差し指の間。骨が交わるところのすぐ手前。首から上の血流をよくするツボじゃ。反対の手の親指を当

て、骨の股に食いこませるように、息を吐きながら強めに30秒くらい押すんじゃ。左右交互に行うんだよ。 
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町内役員名簿は、「泉田自治会ホームページ」でも 

ご覧いただけます。「泉田自治会」で検索GO！！ 

芸能音楽発表会 

会場風景 

 泉田の芸能人が勢揃い！ 

 楽しい一日を過ごしました。 

 今年の芸能音楽発表会は、2月に実施され厳しい寒さの中ではありましたが、31ステージ・102名の方に日

頃の練習成果を披露していただきました。 

みのり会傘下団体を始め、子ども会、いずみの会、利用登録団体の皆さん、昨年に続きG＆Oメディカル

ヴィレッジの皆さんやご家族等の参加もいただきました。皆さんの素晴らしい歌や踊りにおしみない拍手が

送られていました。 

 発表会につづくお楽しみ抽選会も大いに盛り上がり、参加者約180名が楽しい一日を過ごすことが出来ま

した。ありがとうございました。  

子ども会 オカリナ演奏（ルビーの会） いずみの会 G&Oメディカルビレッジ 

2月11日（日）市民館ホール 

地区・公民館・みのり会共催 

4月 月次祭 

5月 月次祭 
誕生奉告祭 

6月 月次祭 
慰霊祭 

7月 月次祭 
厳島神社祭 

8月 月次祭 
秋葉神社祭 

9月 月次祭 
八幡社祭 

10月 例大祭 

11月 月次祭 
山神社祭 

12月 新嘗祭 
大祓い式 

1月 新年祭 

2月 月次祭 
建国祭 

3月 祈年祭 
役員奉告祭 
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平成30年度 八王子神社祭祀式典斎行予定表 

クイズ ① 八王子神社大鳥居前にできた赤くて便利なものなーんだ？・・・こたえは最後 

答え ① 郵便ポスト ② 平成29年度に2箇所追加され全部で9箇所 ③ 5番目（300人5.38%）トップは小垣江町（625人）  

泉田地区自治会年間行事 

定例月行事 

5月 ごみゼロ 家庭消毒 

7月 河川愛護運動  

8月 盆踊り  

9月 側溝清掃 敬老会 

10月 文化展  

1月 芸能音楽発表会  

9～11月 防災訓練  

第1・3土曜日  資源ごみ回収 

第3木曜日  子育て支援 

第4日曜日  ふれあい朝市 

毎水曜日  班別防犯パトロール 



右：三浦昴さん 
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名物家族登場 

おらが組の自慢 －ダカールラリーで優勝した「三浦 昂（あきら）」さん（半崎組）－ 
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泉田の歴史13 高橋先生頌徳碑  

 順慶寺本堂横の墓地に「高橋先生 頌徳碑
しょうとくひ

」があります。高橋隆三

先生は、明治6年に順慶寺につくられた第五番小学泉田学校で、明治

13年から2年ほど先生として泉田の子どもを教えました。さらに、明

治25年逢見尋常小学校の教師兼校長として再び泉田に来られ、明治42

年に退職されるまで泉田・今川・今岡の子どもの教育にあたられまし

た。 
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 刈谷市「元気な地域応援交付金」制度に基づく「元気な泉田地域づくり事業」は平成29年度を以て終了し

ましたが、泉田地区は、平成30年度も独自の「元気な泉田地域づくり事業」を継続します。 

＜平成30年度＞「元気な泉田地域づくり事業」の重点実施項目（29年度重点実施項目の継続）  

組単位住民会議 

◆防犯・防災組織の強化 

◆防犯パトロール活動の強化 

◆ブロック別防災訓練の実施  

子育て支援 

◆幼児救急法講習   ◆パパディの実施 

◆新しい遊びの導入（リトミック（リズム体操）、笑いヨガ） 

◆高齢者との交流 

子どもと高齢者見守り 

◆子ども → 子ども見守り隊、防犯パトロール隊 

       子ども会の連携強化 

◆高齢者 → いずみの会、防犯パトロール隊 

       みのり会の連携強化 

あいさつ運動 

◆あいさつ運動 → 啓発隊編成 

◆新規標語募集 → ラミネート版にし 

          町内各所に掲示  

平成30年度 泉田地区重点実施項目 

—高畑組の金野
こ ん の

さんご家族に登場していただきます—  

上段左ご主人竜也さん 右奥様美穂音さん 

下段左次女友海さん  右長女朱里さん 
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クイズ ② 泉田地区に設置された消火栓用ホース格納箱の設置箇所は全部で何カ所？・・・こたえは最後 
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こ
の
度
、
公
民
館
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
改
め
て
職
責
の
重
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の
発

展
、
文
化
・
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向
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等
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
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す
。
年
中
行

事
（
盆
踊
り
・
敬
老
会
・
文
化

展
・
芸
能
音
楽
発
表
会
な
ど
）

を
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
成
功
さ
せ
る
べ
く
、
真
の
魅

力
あ
る
公
民
館
づ
く
り
に
全
カ

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

こ
れ
ま
で
公
民
館
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
先
輩
や
ご
諸

兄
に
は
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
公
民
館
活
動
に
対

す
る
町
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

こんにちは、金野ファミリーで

す。今年で3度目の泉田の春を迎えよ

うとしています。 

 順慶寺さんの南隣で祖父母が生前

はお豆腐屋を営み、私達はその土地

で暮らしております。「あんた～、

豆腐屋の孫かね～(^^)」と良くお声

をかけられ、そして思い出話に花が

咲き。祖父母が作ったあの豆々した

お豆腐やがんもが無性に食べたくな

ります。 

おかげさまで平成28年から子ども

会や婦人会、泉田ふれあい朝市など

でお仕事をいただき、泉田の空気に

触れる機会を多くいただきました。 

 無農薬で畑いじりを初めてやっと6
年目。今年からは、ぼちぼちのんび

りと無肥料無農薬の自然農法にチャ

レンジです♪子ども達の味覚が何よ

り頼りで「苦くないよ♪甘くなって

る♪味がしっかりしてきた♪」と

言ってもらえるとひと安心です。 

早くて安くて便利で簡単で、そん

な生活をしていた頃は、子ども達は

肌が荒れ咳鼻水が長引く、中耳炎、

私は頭痛と胃痛に薬をのみ蓄膿症。

なので耳鼻科通いが当たり前の毎日

でした。それが『衣・食・住』を科

学的なものから自然なものへ少しず

つですが変えていくことで、気がつ

けば薬要らず医者要らずの生活とな

り7年が経ちます」 

主人と「自動車のゴールド免許な

らぬ健康保険のゴールド免許ができ

たら良いのにね」なんて話していま

す(^-^*)。 

 今後は、我が家で集いの場を作

り、そんなこんなを発信をしてゆく

ことで、泉田の皆さんの何かにお役

に立つことができれば幸いです♪  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年、1月6日から20日までの間、

南米で開催されたダカールラリーで

泉田町半崎組の三浦昂さんが市販車

部門で初優勝を果たしました。 

三浦さんは、2005年にトヨタ車体

に入社し、2007年より「ナビゲー

ター」としてラリーに参戦。2015年
までに2回の市販車部門で優勝して

い ま す。2016年 か ら は「ド ラ イ

バー」として参戦し、2017年準優

勝。今年は、遂にドライバーとして

初優勝を果たしました。 

ダカールラリーは、1979年から開

催されています。前身の「パリダ

カ」は、アフリカ大陸のサハラ砂漠

を走破する「世界一過酷なモーター

スポーツ競技」と言われていまし

た。2008年からは、南米大陸で開催

されています。 

今年の大会は、ダカールラリー創

設40周年の記念大会ということもあ

り、14日 間 で 約8,500kmを 走 破。

コースは、大砂丘や、標高4,800mに

達する山岳路など、例年になく厳し

い設定。完走率は50％を下回る苛酷

な戦いとなりました。 

三浦さんは、「いつ自分たちがリ

タイアしても不思議ではない難しい

大会となりました」「応援してくだ

さるファンの方々の気持ちに支えら

れ、チームで協力し、集中力を切ら

すことなくゴールを目指すことがで

きました」「応援ありがとうござい

ました」と語っています。 

チームは、次回のダカール2019年

大会に向けての準備を始めるそうで

す。今年5月からは、アフリカ、モ

ロッコでの車両開発テストや7月に

は、中国～ロシアを走破するシルク

ウェイラリーに出場する予定となっ

ているそうです。 

引き続き、みなさんで応援しま

しょう。 
セイノッ⊂(^・^)⊃フレー＼(~0~)／フレー 

ご家族と共に 


